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そ
、
患
者
や
そ
の
家
族
の
身

に
寄
り
添
っ
て
対
応
し
て
く

れ
た
姿
を
見
て
き
ま
し
た
。

都
立
・
公
社
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
対
応
で
あ
り
ま
す
し
、

独
法
化
に
よ
っ
て
医
療
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
の
金
儲
け
の
た

め
の
医
療
に
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

ま
た
、
国
保
に
つ
い
て
。

私
は
今
ま
で
窓
口
負
担
が
１

割
で
し
た
が
、
妻
が
７
５
歳

１
、
こ
の
四
年
間
の
小

池
都
政
の
特
徴
は
？

小
池
知
事
は
当
初
は
、

「
反
自
民
」
の
「
改
革
者
」

と
し
て
ふ
る
ま
い
、
築
地
市

場
の
豊
洲
移
転
の
延
期
や
待

機
児
童
解
消
な
ど
、
日
本
共

産
党
も
い
っ
か
ん
し
て
追
求

し
て
き
た
施
策
を
実
施
す
る

こ
と
で
人
気
を
博
し
、
２
０

１
７
年
の
都
議
選
で
は
「
都

民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」
が
圧

勝
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
直

後
の
総
選
挙
で
は
、
都
政
で

得
た
「
人
気
」
に
乗
じ
て
希

望
の
党
（
小
池
新
党
）
を
立

ち
上
げ
、
９
条
を
含
む
改
憲

の
推
進
と
、
憲
法
違
反
の
安

保
法
制
を
容
認
す
る
右
よ
り

の
政
策
を
掲
げ
、
そ
の
政
策

の
実
現
を
踏
み
絵
に
し
て
野

党
の
分
断
を
は
か
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
小
池
知
事
は

「
反
自
民
」
の
旗
を
降
ろ
し
、

「
都
政
の
透
明
化
」「
築
地
は

守
る
」「
多
摩
格
差
ゼ
ロ
」

な
ど
の
公
約
を
投
げ
捨
て
、

「
自
民
党
型
都
政
」
を
進
め

て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
都
立
病
院
・
公

社
病
院
の
独
法
化
や
都
心
を

低
空
飛
行
す
る
羽
田
空
港
新

ル
ー
ト
、
カ
ジ
ノ
誘
致
な
ど

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
秋
に
起
こ
っ
た
外

環
道
工
事
地
上
部
の
陥
没
事

故
は
原
因
も
対
策
も
不
明
の

ま
ま
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
か
ら
都
民
の
命
と
健
康

を
守
る
う
え
で
、
都
立
病
院

（
８
病
院
）
と
公
社
病
院

（
６
病
院
）
は
、
コ
ロ
ナ
専

用
病
床
確
保
の
中
心
を
担
う

な
ど
行
政
的
医
療
の
重
要
性

が
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

住
民
か
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
医
療
機
関
と
し
て
頼
り
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
小

池
知
事
が
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で

も
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
都
立
・
公
社
病
院
の
独
立

法
人
化
に
反
対
し
ま
す
。
私

は
家
族
が
都
立
墨
東
病
院
で

お
世
話
に
な
っ
た
か
ら
こ

に
な
っ
と
き
窓
口
負
担
が
１

割
か
ら
３
割
に
な
り
ま
し

た
。
保
険
は
別
々
で
あ
っ
て

も
収
入
が
夫
婦
合
算
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。
豊
島
民
商
で

不
服
審
査
請
求
を
二
度
ほ
ど

行
い
ま
し
た
が
、「
そ
う
い

う
制
度
だ
か
ら
」
と
い
う
お

ざ
な
り
な
回
答
で
し
た
。
国

保
に
は
不
合
理
が
た
く
さ
ん

あ
り
、「
国
保
」
と
い
う
言

葉
だ
か
ら
こ
そ
、
国
民
負
担

で
は
な
く
、
国
が
負
担
を
負

う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
不
合
理
な
制
度
を

変
え
る
た
め
に
も
、
７
月
に

行
わ
れ
る
都
議
会
議
員
選
挙

は
大
切
で
す
。
選
挙
に
行
っ

て
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
国
や
都
を
変
え
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

す
。さ

ら
に
コ
ロ
ナ
対
策
で
は

後
手
後
手
に
ま
わ
り
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
抜
本
的
拡
充
も
事

業
者
や
都
民
へ
の
支
援
も
極

め
て
不
十
分
で
す
。東
京
で
、

感
染
拡
大
が
深
刻
化
し
て
い

る
の
は
、
政
府
と
都
が
や
る

べ
き
こ
と
を
や
っ
て
こ
な
か

っ
た
結
果
で
あ
り
、
菅
・
自

公
政
権
と
小
池
・
自
公
フ
ァ

都
政
が
招
い
た
人
災
で
す
。

そ
の
根
底
に
は
、
科
学
を
無

視
し
、
国
民
に
自
己
責
任
を

お
し
つ
け
る
と
い
う
致
命
的

な
弱
点
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、「
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興
条
例
」
や

「
人
権
尊
重
条
例
」「
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
」「
障
害

者
差
別
禁
止
条
例
」
な
ど
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
金
融
機
関
に
よ
る
事
業
承

継
事
業
、
認
可
保
育
園
の
増

設
や
、
若
年
女
性
へ
の
公
的

支
援
、
不
妊
治
療
費
助
成
の

拡
充
、
若
年
が
ん
患
者
の
生

殖
機
能
温
存
治
療
等
に
対
す

る
助
成
な
ど
が
実
現
し
ま
し

た
。
災
害
対
策
で
も
水
害
対

策
の
河
川
監
視
カ
メ
ラ
設

置
、
多
摩
河
川
の
治
水
能
力

強
化
、
東
部
低
地
帯
に
お
け

る
堤
防
、
水
門
等
の
耐
震
・

耐
水
対
策
な
ど
が
増
額
さ
れ

る
な
ど
、
日
本
共
産
党
都
議

団
の
論
戦
・
提
案
と
都
民
運

動
の
力
で
切
り
開
い
た
貴
重

な
前
進
も
あ
り
ま
す
。

２
、
都
議
選
の
大
き

な
争
点
は
？

都
議
選
の
結
果
は
国
政
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
総
選
挙
直
前
だ
け
に
、

菅
・
自
公
政
権
に
も
審
判
を

下
す
絶
好
の
機
会
で
す
。
そ

れ
は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘

を
発
展
さ
せ
、
政
権
交
代
、

野
党
連
合
政
権
樹
立
を
促
進

す
る
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。ま

ず
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
に

全
力
集
中
す
る
た
め
に
、
今

夏
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

中
止
を
決
断
す
べ
き
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
保

健
医
療
体
制
の
抜
本
的
拡
充

で
す
。
石
原
都
政
以
降
、
減

ら
さ
れ
て
き
た
保
健
所
の
増

設
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
医
療

機
関
に
対
す
る
減
収
補
填
も

必
要
で
す
。
都
立
病
院
・
公

社
病
院
の
独
法
化
を
中
止

し
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
全
力
を

尽
く
す
べ
き
で
す
。

小
池
知
事
は
「
稼
ぐ
東
京
」

と
言
い
ま
す
が
、
都
民
生
活

が
向
上
す
る
「
稼
ぐ
」
で
は

な
く
、
外
国
企
業
や
大
企
業

だ
け
が
「
稼
ぐ
」
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
不
要
不
急
の

大
型
開
発
は
見
直
し
、
中
小

業
者
や
都
民
生
活
・
く
ら
し

を
応
援
す
る
自
治
体
本
来
の

仕
事
に
切
り
替
え
て
い
き
ま

す
。羽

田
新
ル
ー
ト
の
撤
回
、

外
環
道
工
事
の
中
止
、
カ
ジ

ノ
誘
致
の
中
止
な
ど
求
め
て

い
き
ま
す
。

２
０
１
８
年
、
米
軍
横
田

基
地
に
米
空
軍
の
オ
ス
プ
レ

イ
が
５
機
配
備
さ
れ
、
さ
ら

に
１
０
機
に
増
や
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
米
空
軍
の

オ
ス
プ
レ
イ
は
、
敵
地
に
低

空
で
侵
入
す
る
特
殊
作
戦
を

任
務
と
し
て
い
る
た
め
、
基

地
周
辺
で
は
夜
間
の
飛
行
訓

練
が
急
増
し
、
危
険
な
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
機
体
に
備
え

ら
れ
た
機
関
銃
の
銃
口
を
市

民
に
向
け
た
ま
ま
の
飛
行
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
米
軍
が
都
心
上
空

を
訓
練
空
域
に
設
定
し
て
い

た
こ
と
が
、
米
軍
資
料
で
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
都
も
国
も
抗
議
す

ら
し
て
い
ま
せ
ん
。

オ
ス
プ
レ
イ
の
撤
去
、
都

心
の
訓
練
飛
行
を
や
め
さ
せ

ま
す
。
横
田
基
地
で
の
危
険

な
訓
練
を
中
止
し
、
横
田
基

７
・
４
都
議
選
へ
の
思
い

都
立
病
院
の
独
法
化
・
国
保
値
上
げ
に
反
対
！

持
続
化
給
付
金
や
一
時
支

援
金
な
ど
を
受
け
取
っ
た
人

も
い
る
け
れ
ど
、
う
ち
の
よ

う
に
売
上
が
半
減
に
満
た
な

か
っ
た
と
こ
ろ
は
何
も
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
今
度
、
東
京

都
が
独
自
で
行
う
月
次
支
援

金
（
２
カ
月
で
１
０
万
円
の

支
援
金
）
も
対
象
外
で
す
。

毎
日
が
自
転
車
操
業
の
中
小

業
者
は
他
に
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
対
象
に

満
た
な
い
中
小
業
者
全
員
も

受
け
取
れ
る
補
償
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
と
強
く
思
い
ま

す
。消

費
税
減
税
も
実
現
し
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
も
そ
も
消

費
税
の
負
担
が
大
き
い
と
こ

ろ
が
問
題
で
す
。
地
方
で
は

県
議
会
で
も
国
に
対
し
て
減

税
す
る
よ
う
意
見
書
を
採
択

し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
公
平
に
恩
恵
を
受
け

る
の
が
消
費
税
減
税
で
す
。

東
京
が
変
わ
れ
ば
、
国
も
変

わ
る
と
確
信
を
も
っ
て
７
月

４
日
の
都
議
会
議
員
選
挙

で
、
中
小
業
者
へ
の
補
償
の

拡
充
、
消
費
税
減
税
を
掲
げ

て
奮
闘
し
ま
す
。

地
の
整
理
・
縮
小
・
返
還
に

取
り
組
み
ま
す
。
日
米
地
位

協
定
の
見
直
し
を
国
に
求
め

て
い
き
ま
す
。

３
、
中
小
業
者
分
野

で
の
争
点

【
中
小
業
者
支
援
の
拡
充
】

こ
の
４
年
間
で
は
「
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条

例
」
が
で
き
た
こ
と
が
大
き

な
成
果
で
す
。
日
本
共
産
党

都
議
団
も
条
例
提
案
を
は
じ

め
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
条
例

制
定
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

条
例
の
議
論
で
は
、
よ
り
よ

い
も
の
に
す
る
立
場
か
ら
、

取
引
適
正
化
、
商
店
街
や
伝

統
産
業
、
地
場
産
業
の
保
全

と
活
性
化
な
ど
盛
り
込
ん
だ

修
正
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

中
小
業
者
支
援
で
は
条
例

の
立
場
か
ら
、
事
業
承
継
や

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
人

的
・
財
政
的
支
援
、
創
業
支

援
、
東
京
都
立
産
業
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
や
大
学
な
ど
と

連
携
し
た
商
品
開
発
な
ど
、

事
業
者
の
困
難
や
要
望
に
寄

り
添
っ
た
支
援
を
求
め
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
中

小
業
者
関
連
の
予
算
の
抜
本

的
拡
充
も
併
せ
て
求
め
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
消
費
税
の
減
税
・

廃
止
や
所
得
税
法
５
６
条
の

廃
止
に
つ
い
て
も
国
に
強
く

求
め
て
い
き
ま
す
。

【
コ
ロ
ナ
対
策
】

全
国
の
倒
産
件
数
の
４
分

の
１
が
東
京
で
す
。
コ
ロ
ナ

危
機
に
よ
る
営
業
損
失
は
事

業
者
の
自
己
責
任
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
直
接
・
間
接
の
影

響
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の

事
業
者
へ
の
十
分
な
補
償
に

む
け
支
援
の
強
化
が
必
要
で

す
。都

議
選
で
は
、（
１
）
営

業
が
継
続
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
「
中
小
企
業
応
援
金
」

や
「
家
賃
支
　
援
給
付
金
」

を
都
独
自
に
実
施
、（
２
）

コ
ロ
ナ
対
策
緊
急
融
資
の
返

済
猶
予
期
間
を
延
長
、（
３
）

コ
ロ
ナ
対
策
、
誘
客
促
進
の

た
め
の
「
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
」
の
実
施
、（
４
）「
も

の
づ
く
り
」
事
業
者
の
事
業

継
続
へ
の
支
援
強
化
、（
５
）

「
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
条
例
」
を
コ
ロ
ナ
対
策

に
生
か
す
、
な
ど
訴
え
て
い

き
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
】

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険

料
（
税
）
の
負
担
軽
減
を
求

め
る
都
民
の
声
に
対
し
て
、

自
民
、
公
明
、
都
フ
ァ
は
背

を
向
け
、
区
市
町
村
議
会
で

は
値
上
げ
に
賛
成
し
て
い
ま

す
。
日
本
共
産
党
都
議
団
は

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料

（
税
）
の
引
き
下
げ
を
求
め

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
均
等
割
り
の
軽
減

も
必
要
で
す
。
国
で
は
２
０

２
２
年
度
か
ら
未
就
学
児
に

限
っ
て
半
額
に
減
額
す
る
予

定
で
す
が
、
都
と
し
て
更
な

る
上
乗
せ
が
必
要
で
す
。
子

ど
も
の
均
等
割
の
負
担
軽
減

の
た
め
の
財
政
支
出
は
、
区

長
会
も
市
長
会
も
全
国
知
事

会
も
求
め
て
い
ま
す
。

６
月
２
５
日
告
示
、
７
月
４
日
投
開
票
の
都
議
会
議
員
選

挙
―
。
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
な
か
、
こ
の
４
年
間
の
都
政
の
特

徴
と
都
議
選
の
争
点
に
つ
い
て
、
要
点
を
日
本
共
産
党
都
議

団
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

中
小
業
者
全
員
に
補
償
を

東
商
連
共
済
会
　
巻
島
豊
二
副
理
事
長

板
橋
民
商
　
猪
田
佳
一
会
長
（
精
肉
業
）
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民
商
が
あ
っ
て
助
か
っ
た
！

私
は
造
花
業
を
し
て
い
ま

す
。
去
年
、
民
商
で
持
続
化

給
付
金
や
家
賃
支
援
給
付
金

を
申
請
し
て
無
事
に
給
付
さ

れ
ま
し
た
。
収
入
が
少
な
く

な
っ
て
い
た
の
で
助
か
り
ま

し
た
。

（
江
戸
川
区
　
大
沢
澄
子
）

大
田
区
役
所
前
の
宣
伝
行
動

４
月
号
の
大
田
、
蒲
田
、

雪
谷
民
商
が
取
り
組
ん
だ
区

役
所
前
宣
伝
行
動
の
記
事
を

読
ん
で
感
動
し
ま
し
た
。
写

真
か
ら
皆
さ
ん
の
怒
り
を
感

じ
ま
し
た
。

（
大
田
区
　
高
澤
勝
男
）

お楽しみ図書カードが当たる

【
解
き
方
】
カ
ギ
を
解
い
て
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
を
完
成
し
た
ら
、
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
う
ま
く
つ
な
い
で
言
葉
を
完
成
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

応募要領

◆
タ
テ
の
カ
ギ

１
　
ス
ケ
ッ
チ
。
…
…
画

２
　
ヘ
ソ
に
も
あ
り
ま
す
？

３
　
さ
っ
と
降
っ
て
す
ぐ
や
む

…
…
雨

４
　
「
章
魚
」
の
読
み
方
は
？

５
　
悩
み
な
ど
な
く
何
も
考
え
て

い
な
い
ノ
ン
キ
な
人

６
　
ね
ば
り
強
く
続
け
る
気
力

８
　
豚
肉
料
理
の
一
つ

11

70
歳
の
祝
い

13

天
然
痘
の
種
痘
法
発
見
者

15

相
場
の
人
為
的
な
安
定
策

17

大
昔
の
土
製
の
焼
き
物

19

冗
談
。
…
…
を
飛
ば
す

20

お
客
様
で
す

22

見
出
し
の
一
覧

24

京
都
・
奈
良
・
鎌
倉
な
ど

25

舌
。
牛
…
…
料
理

No.141

◆ヨコのカギ

●
答
え
は
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
に
書
い
て

東
商
連
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
所
属
民
商
名
・
団
体

名
も
。
締
切
は
毎
月
第
２
月
曜
日
。
な
お
ひ
と
こ
と
、

紙
面
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
要
望
・
営
業
と
く
ら
し

な
ど
の
状
況
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
正
解
者
多
数
の
場
合
抽
選
で
、
３
人
に
図
書
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
発
表
は
紙
面
に
掲
載
し
ま
す
。

東京の商工業者の新聞

５
月
号
の
パ
ズ
ル
の
答
え

タ
イ
オ
ン
ケ
イ

次
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

送
り
ま
す
。

○
岩
本
　
眞
一
（
足
立
区
）

○
高
瀬
た
か
子
（
大
田
区
）

○
田
中
今
朝
好
（
大
田
区
）

敬
称
略

コ
ロ
ナ
危
機
の
打
開
を

コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
え
ま

せ
ん
。
仕
事
だ
け
で
な
く
、

生
活
で
も
大
変
支
障
を
き
た

し
て
い
ま
す
。
国
や
都
に
抜

本
的
な
対
策
を
打
っ
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

（
東
久
留
米
市
　
上
野
聖
治
）

１　働くこと。力……
４　竹の若い芽
７　♪娘さんよく聞けよ
……にゃほれるなよ

９　……を天に任せる
10 呼び……。風……
11 太鼓と笛。……隊
12 保つこと。現状……
14 緑茶や紅茶の渋み、苦みの
成分

16 宵越しの銭を持たぬ人
18 日本の国鳥
20 健康なようす。空……
21 サト……。ジャガ……
23 海岸や砂漠にある
24 収集家。切手……
26 狐色に焼いた食パン
27 民謡の一種。米山……。
相撲……

間
が
か
か
る
こ
と
は
あ
る
か

と
思
う
」
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。
更
に
「
協
力
金
申
請

が
連
続
す
る
な
か
で
、
や
む

を
得
な
い
事
情
で
申
請
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
の
救
済
措

置
を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
の

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

豊
島
民
商
の
熊
谷
雅
敏
事

務
局
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
対
策

リ
ー
ダ
ー
登
録
で
多
言
語
対

応
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま

た
融
資
の
据
置
期
間
が
１
年

と
い
う
人
が
多
数
な
な
か

で
、
想
定
を
超
え
る
状
況
で

返
済
が
厳
し
い
人
も
い
る
。

柔
軟
な
対
応
を
し
て
ほ
し

い
。
都
と
し
て
も
、
指
導
な

ど
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と

要
望
。
担
当
者
か
ら
は
「
融

資
に
つ
い
て
は
、
個
別
で
い

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中

止
を
求
め
て
い
ま
す
。

中
小
業
者
や
建
設
業
の
一

人
親
方
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

多
く
が
免
税
業
者
で
、
課
税

業
者
へ
の
転
換
圧
力
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
課
税
業
者
と
な

っ
た
場
合
、
身
銭
を
切
っ
て

納
税
す
る
こ
と
に
な
り
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

東
商
連
・
民
商
は
、
多
く

の
団
体
と
と
も
に
中
止
を
求

め
、
署
名
を
進
め
て
い
ま
す
。

商
店
会
会
長
を
訪
問

武
蔵
野
民
商
の
中
田
正
雄

政
府
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中

小
企
業
の
経
営
は
厳
し
い
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
費
税

の
適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ

ス
）
の
事
業
者
登
録
申
請
を

１
０
月
か
ら
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入

さ
れ
る
と
、
免
税
業
者
は
仕

入
れ
税
額
控
除
の
対
象
か
ら

外
れ
る
た
め
、
課
税
業
者
に

な
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
取

引
排
除
や
不
当
な
値
下
げ
圧

力
に
も
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
日
本
商
工
会
議
所

を
は
じ
め
中
小
企
業
団
体
が

会
長
（
写
真
左
）
は
こ
の
間
、

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
中
止
署

名
」
を
持
っ
て
市
内
の
商
店

会
長
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

こ
の
訪
問
の
中
で
西
久
保

城
山
会
商
店
会
の
藤
田
会
長

は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
よ

く
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
中

小
業
者
に
と
っ
て
大
変
な
こ

と
に
な
る
。
や
め
て
も
ら
い

た
い
」
と
賛
同
し
て
く
れ
ま

し
た
。

こ
の
他
に
も
、
緑
町
一
番

街
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
商
店

会
、
大
野
田
商
店
会
か
ら
も

賛
同
署
名
を
も
ら
い
ま
し

た
。
多
く
の
中
小
業
者
団
体

や
税
理
士
団
体
も
、
制
度
の

危
険
性
を
指
摘
し
て
い
る
」

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

の
影
響
を
受
け
て
、
学
生
街

で
あ
る
早
稲
田
の
町
も
大
学

が
ス
ト
ッ
プ
し
、
納
め
先
の

飲
食
店
な
ど
も
大
変
な
状
況

で
売
り
上
げ
が
激
減
し
た
。

安
井
さ
ん
の
お
店
「
山
吹

の
里
」
は
建
物
老
朽
化
に
よ

る
立
ち
退
き
を
求
め
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
休
業
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

良
い
店
舗
を
探
し
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
新
宿
区
内
で

は
見
つ
か
ら
ず
、
思
い
切
っ

て
立
地
が
良
い
店
舗
が
見
つ

か
っ
た
練
馬
区
に
移
転
を
決

定
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
工
事

に
時
間
が
か
か
り
再
オ
ー
プ

ン
も
遅
れ
、
仕
事
が
し
た
く

て
も
で
き
な
い
日
々
が
過
ぎ

て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
間
、
同
じ
く

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
ず
に

い
た
格
闘
技
団
体
を
主
催
す

る
お
兄
さ
ん
と
新
し
い
店
舗

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
練
り
上
げ

ま
し
た
。

店
名
を
「
安
井
精
肉
練
馬

店
」
と
改
め
、
イ
メ
ー
ジ
カ

ラ
ー
を
明
る
い
イ
エ
ロ
ー
で

東
商
連
は
、
４
月
１
９
日

に
対
都
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。小

林
昭
子
副
会
長
か
ら
は

「
現
在
多
く
の
申
請
者
か
ら
、

支
給
が
遅
い
と
い
う
声
が
聞

か
れ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
が
、
担
当
者
か
ら
は

「
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
受
け
付
け

た
申
請
に
つ
い
て
は
９
割
審

査
に
入
っ
て
い
る
」
と
の
回

答
。
玉
川
民
商
の
枯
木
建
雄

事
務
局
員
か
ら
「
実
際
に
遅

れ
て
い
る
し
、
窓
口
へ
の
問

い
合
わ
せ
の
電
話
も
ま
っ
た

く
つ
な
が
ら
な
い
」
と
再
度

の
指
摘
に
は
「
た
だ
、
不
備

が
あ
っ
た
場
合
に
こ
ち
ら
か

ら
連
絡
し
て
も
留
守
等
で
行

き
違
い
が
あ
り
、
そ
こ
で
時

ろ
い
ろ
な
事
情
も
あ
る
か
と

思
う
の
で
金
融
機
関
に
相
談

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
直

接
の
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

要
請
項
目
で
の
、
２
回
目

の
持
続
化
給
付
金
を
国
に
求

め
る
こ
と
に
関
し
て
は
、

「
１
都
３
県
で
連
携
す
る
な

か
で
こ
ち
ら
か
ら
も
求
め
て

い
ま
す
」
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

今
後
の
協
力
金
で
は
事
業

規
模
に
合
わ
せ
た
金
額
の
支

給
が
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
「
そ
の
方
向
で

検
討
し
て
い
る
が
、
申
告
書

だ
け
の
数
字
で
飲
食
店
と
し

て
の
売
上
を
判
断
す
る
こ
と

も
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
、
書
類
と
し
て
何
を
提
出

統
一
。
お
店
の
ロ
ゴ
や
お
揃

い
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
な
ど
、
お

客
さ
ん
た
ち
を
ひ
き
つ
け
る

デ
ザ
イ
ン
で
お
惣
菜
、
お
弁

当
中
心
の
お
店
と
し
て
練
馬

区
中
村
橋
に
昨
年
１
２
月
に

再
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
お
買
い
得
情
報

や
揚
げ
た
て
の
メ
ン
チ
カ
ツ

な
ど
美
味
し
そ
う
な
画
像
を

発
信
。
す
る
と
、
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
の
追
い
風
も
あ
り
、
連

日
売
り
切
れ
で
嬉
し
い
悲
鳴

が
出
る
く
ら
い
売
上
が
上
が

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

安
井
さ
ん
は
、「
商
店
街

や
取
引
先
か
ら
開
店
祝
い
の

花
を
も
ら
っ
た
り
、
買
い
物

に
来
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ

た
。
商
売
し
て
い
て
本
当
に

よ
か
っ
た
。
こ
ん
な
に
民
商

に
世
話
に
な
っ
た
こ
と
は
な

い
。
日
頃
か
ら
青
年
部
活
動

な
ど
で
民
商
と
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
『
ち
ょ
っ
と
相
談

が
あ
る
ん
だ
け
ど
』
と
事
務

局
に
電
話
を
す
る
と
経
営
状

態
を
わ
か
っ
て
く
れ
て
い
る

の
で
す
ぐ
に
対
応
し
て
も
ら

え
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
青
年
部
な
ど
で
日
常

的
に
民
商
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
は
本
当
に
重
要
。
青
年

部
を
大
き
く
し
て
商
売
と
民

商
運
動
を
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
今
後
に
つ
い
て
語
り

ま
し
た
。

（
新
宿
民
商
　
江
島
あ
ゆ
み
）

と
い
う
話
を
す
る
と
、「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
こ
と
は
知

ら
な
か
っ
た
」
と
驚
か
れ
る

こ
と
も
。「
イ
ン
ボ
イ
ス
に

反
対
す
る
団
体
は
あ
る
け

ど
、
こ
う
や
っ
て
運
動
を
積

極
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
の

は
民
商
だ
け
。
こ
れ
か
ら
も

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
の

た
め
に
、
危
険
性
を
ま
わ
り

に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
中

田
会
長
は
話
し
ま
す
。

し
て
も
ら
う
の
か
、

国
と
も
相
談
し
な

が
ら
考
え
て
い
く
」

と
話
が
あ
り
ま
し

た
。小

林
副
会
長
か

ら
、「
繁
華
街
で
の

見
廻
り
も
始
ま
っ

て
い
る
が
、
ア
ク

リ
ル
板
も
手
に
入

り
づ
ら
い
状
況
も

あ
る
。
街
場
の
状

況
を
し
っ
か
り
つ

か
ん
で
ほ
し
い
。

協
力
金
に
つ
い
て

は
、
給
付
が
遅
れ

る
こ
と
の
影
響
は
大
き
い
。

と
に
か
く
ス
ピ
ー
ド
感
が
大

事
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
東
商
連
の
木
崎

泰
彦
事
務
局
員
か
ら
「
協
力

金
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が

あ
り
な
が
ら
も
、
飲
食
店
に

と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
と
感

じ
て
い
る
人
は
多
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
現
場
の
声
を
聞
い

て
も
ら
い
、
改
善
す
る
と
こ

ろ
は
改
善
し
な
が
ら
、
真
の

支
援
に
な
る
よ
う
に
努
力
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
要
望
し

ま
し
た
。


